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北
越
の
三
沙
門

大
忍
・
有
願
と
良
寛
一

↓
訂
。
①
勺
二
①
ω
什
ω
ヨ
国
。
吋
⊆
⑦
什
ω
g
l
u
§
旦
d
ひ
q
g
p
碧
α
智
。
貯
き

1

蔭
　
木
　
英
　
雄

　
仏
教
文
学
を
凡
俗
者
が
研
究
し
て
い
て
、
自
首
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第

一
は
、
自
己
の
小
智
凡
情
を
脚
下
照
顧
せ
ず
し
て
、
深
遠
偉
大
な
る
作
者
（
そ

の
殆
ん
ど
は
仏
教
者
）
の
境
涯
を
自
己
の
狭
鏡
で
映
し
て
、
罎
小
化
卑
俗
化
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
ち
お
お
ち

て
解
釈
し
て
し
ま
う
事
で
あ
る
。
三
千
大
千
世
界
（
大
宇
宙
）
の
掘
理
の
中

の
、
「
花
紅
柳
緑
　
眼
横
鼻
直
」
の
あ
る
が
ま
ま
の
現
実
即
真
如
の
心
境
表

現
を
、
相
対
的
分
別
世
界
の
客
観
的
学
問
的
方
法
論
に
執
ら
わ
れ
て
、
作
品

を
ず
た
ず
た
に
分
析
し
、
端
摩
憶
測
の
論
陣
を
展
開
し
て
、
作
品
全
体
の
生

命
を
殺
し
て
し
ま
う
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
第
二
は
、
文
字
言
語
の
上
か
ら
宗
教
的
世
界
に
溺
れ
、
仏
教
の
真
実
を
把

握
す
る
こ
と
な
く
仏
教
的
情
緒
に
流
さ
れ
て
霊
性
的
自
覚
、
哲
学
的
照
顧
を

失
な
う
事
で
あ
る
。
そ
し
て
作
者
を
景
仰
敬
慕
す
る
あ
ま
り
に
、
作
品
を
実

体
以
上
に
美
化
し
崇
高
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
自
誠
す
べ
き
第
三
は
第
一
に
通
じ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
仏
教
文
学
を
ば
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ

謂
「
抹
香
臭
い
、
坊
主
臭
い
」
（
疏
筍
気
）
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
作
品
の

文
学
的
価
値
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
事
で
あ
る
。

　
宋
の
詩
論
集
『
詩
人
玉
屑
』
巻
二
十
に
あ
る
「
無
罪
筍
墨
の
詩
観
の
影

響
を
受
け
て
、
北
山
（
金
閣
寺
）
時
代
の
義
堂
周
信
で
さ
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
め
　
　
へ

　
　
南
面
樹
中
心
一
篇
、
言
忌
而
不
疏
筍
焉
、
理
深
而
不
膚
浅
焉
。
（
「
演
宗

　
　
　
　
（
2
）

　
　
講
書
詩
序
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

と
述
べ
て
、
疏
筍
の
気
（
仏
教
臭
）
の
無
い
樹
中
心
の
作
品
を
称
賛
し
た
。

詩
偶
の
文
学
的
価
値
は
仏
教
臭
の
有
無
に
拘
ら
ず
、
感
覚
美
、
表
現
美
、
韻

律
美
、
凝
縮
美
（
豊
か
な
連
想
可
能
）
、
思
想
性
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
結
局
、
仏
教
文
学
を
読
む
と
い
う
事
は
右
の
価
値
基
準
に
照
し
合
せ
つ
つ
、

自
己
の
五
組
を
定
見
す
る
こ
と
で
あ
り
、
禅
詩
を
解
説
し
論
じ
る
こ
と
は
（
極

論
の
嫌
い
は
あ
る
が
）
布
施
行
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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北越の三沙門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ね

　
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
越
後
に
帰
郷
し
た
北
越
沙
門
大
愚
良
寛
は
、
曹

洞
禅
を
修
行
し
た
身
で
あ
り
な
が
ら
、
曹
洞
寺
院
に
は
殆
ん
ど
近
寄
ら
な
か

っ
た
。
彼
の
詩
集
『
草
堂
集
』
を
繕
く
と
、
「
南
口
」
「
霊
照
女
」
「
一
山
和

尚
偶
」
「
読
永
平
録
」
な
ど
の
曹
洞
の
禅
詩
を
多
作
し
て
い
る
の
に
、
帰
郷

し
て
か
ら
は
越
後
の
国
上
寺
、
香
積
山
徳
昌
寺
、
照
明
寺
密
蔵
院
、
西
生
寺
、

宝
塔
院
、
本
覚
院
な
ど
多
く
の
真
言
宗
寺
随
に
出
入
し
、
専
念
寺
、
永
了
寺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

大
蓮
寺
、
浄
玄
寺
、
隆
泉
寺
な
ど
の
浄
土
真
宗
の
寺
々
と
深
く
係
わ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
在
郷
の
阿
部
定
珍
、
鈴
木
桐
軒
、
三
輪
権
平
、
解
良
叔
問

や
、
亀
田
鵬
斎
、
大
村
光
枝
ら
の
江
戸
か
ら
来
遊
し
た
学
者
た
ち
在
俗
の
人

々
と
親
交
を
結
び
、
大
忍
魯
仙
や
有
司
上
人
の
如
き
曹
洞
禅
僧
と
の
交
わ
り

は
、
極
め
て
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
小
論
で
は
こ
の
越
後
の
三
沙
門
の

作
品
を
精
読
し
て
、
彼
等
の
雅
交
を
見
究
め
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

　
三
沙
門
の
う
ち
最
も
年
少
の
大
言
魯
仙
は
、
良
寛
が
生
れ
た
出
雲
崎
の
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ソ

隣
の
尼
瀬
出
身
で
あ
る
。
彼
の
略
年
譜
を
『
無
畷
集
』
な
ど
か
ら
辿
っ
て
み

よ
う
。

天
明
元
年
　
一
七
八
一

　
　
七
年
　
】
七
八
七

（
不
明
）

？71才

享
和
三
年
　
　
八
〇
三
　
2
3

文
化
元
年
　
一
八
〇
四
　
2
4

　
　
二
年
　
一
八
〇
五
　
2
5

尼
瀬
町
に
生
ま
る
。
幼
名
は
小
黒
佐
久
太
。

尼
瀬
の
曹
洞
宗
双
善
寺
に
入
る
。

宇
治
の
興
聖
寺
で
玄
楼
奥
龍
及
び
霊
潭
魯
龍
に
参

ず
。七
月
、
宇
治
を
発
ち
永
平
寺
に
拝
恥
し
た
後
、
帰

郷
す
る
。

夏
、
頸
城
郡
松
之
山
温
泉
で
病
を
養
う
。

七
月
、
『
無
妻
集
』
を
京
都
松
月
堂
よ
り
上
梓
。

　
（
不
明
）
　
　
　
　
　
　
？
　
武
蔵
矢
島
村
（
深
谷
市
矢
島
）
慶
福
寺
住
持
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
文
化
八
年
　
一
八
二
　
　
3
1
　
三
月
九
日
、
尼
瀬
の
双
善
寺
で
示
寂
。

蒲
柳
の
質
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
彼
は
三
十
一
歳
の
若
さ
で
此
の
世
を
去
っ

た
。　
大
回
直
直
が
二
十
三
歳
年
長
の
大
愚
良
寛
と
出
会
っ
た
の
は
何
時
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
小
黒
佐
久
太
が
双
善
寺
に
入
っ
た
時
、
良
寛
は
既
に
遠
く
備
中

玉
島
（
倉
敷
市
）
の
円
通
寺
で
、
大
忍
国
仙
の
膝
下
で
只
管
打
坐
に
励
ん
で

い
た
。
し
か
し
、
同
じ
尼
瀬
町
内
の
曹
洞
宗
光
照
寺
で
剃
髪
し
た
良
寛
の
名

は
、
受
業
師
の
双
善
寺
住
職
興
山
品
春
隆
或
い
は
光
照
寺
住
職
玄
承
破
了
あ
た

り
か
ら
聞
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
小
黒
佐
久
太
が
大
忍
魯
仙
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
定
か
で
な
い

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

が
、
そ
の
系
字
の
魯
か
ら
推
測
す
る
と
興
聖
寺
の
霊
潭
魯
龍
に
参
じ
た
頃
と

思
わ
れ
る
。
自
分
の
僧
名
と
酷
似
す
る
大
忍
国
仙
の
法
嗣
で
、
郷
里
の
先
輩

良
寛
に
は
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　
『
無
磯
集
』
に
次
の
よ
う
な
五
言
十
六
句
が
あ
る
。

　
（
作
品
番
号
に
□
を
付
し
た
の
は
大
童
魯
仙
、
○
印
は
良
寛
、
0
は
有
願
の
作
品
で
あ

　
　
る
。
）

　
国
　
　
　
　
　
懐
良
寛
道
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
良
寛
老
禅
師
　
　
　
如
愚
又
如
擬

　
　
身
心
総
脱
落
　
　
　
何
物
又
臥
疑

　
　
不
住
名
利
境
　
　
　
不
遊
是
非
岐
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蔭木英雄

　
　
　
　
　
『
回
心
録
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
見
ず
や
、

　
　
　
　
　
　
「
学
道
の
人
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
”
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
良
寛
の
『
法
華
讃
』
方
便
品
に
”
安
祥
定
よ
り
出
れ
ば
宛
も
擬
の
如
し
”

　
　
　
　
「
与
由
之
飲
酒
楽
甚
」
に
”
且
つ
太
平
の
世
を
喜
び
　
日
々
酔
い
て

　
　
　
　
　
　
と
詠
う
。
　
　
○
何
処
1
1
『
碧
』
二
十
五
則
に
“
盧
老
は
知
ら

　
　
　
何
処
に
か
去
る
”
。
四
十
五
則
に
“
僧
趙
州
に
問
う
「
万
法
一
に
帰
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
一
何
処
に
か
帰
す
”
と
あ
る
。
良
寛
は
（
無
題
が
多
い
）
”
我
が
生
何
処
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ

　
り
来
り
　
去
り
て
何
処
に
か
湧
く
”
と
詠
ず
る
。
　
　
○
微
妙
1
1
『
永
平
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
も

　
録
』
（
以
下
『
永
』
と
略
記
）
巻
一
に
”
如
来
微
妙
の
音
を
伝
え
聞
く
”
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
も

　
あ
り
、
良
寛
の
『
法
華
転
』
方
便
品
に
”
渓
声
は
惜
し
ま
ず
微
妙
の
音
”
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
も

　
句
が
あ
る
。
　
　
○
得
医
1
1
良
寛
は
、
”
我
白
青
伝
を
読
み
　
柳
か
養
生
の

　
趣
を
得
た
り
”
と
詠
じ
る
。
『
夜
船
閑
話
』
の
養
生
法
を
良
寛
は
大
回
に
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
ね

　
え
た
か
？
　
　
○
恩
隠
良
寛
に
”
知
ら
ず
何
を
以
て
仏
恩
に
答
え
ん
　
一
炉

　
の
香
煙
一
の
坐
禅
”
と
い
う
句
が
あ
る
。

大
愚
良
寛
老
師
は
　
　
　
（
大
愚
の
道
号
に
ふ
さ
わ
し
く
）
愚
鈍
の
よ
う
で
又
痴

人
の
よ
う
だ
　
　
身
も
心
も
一
切
の
束
縛
か
ら
解
脱
し
　
　
何
も
の
も
疑
う
こ

と
の
出
来
な
い
（
真
実
底
の
人
だ
）
　
　
名
誉
や
利
益
に
執
ら
わ
れ
ず
　
　
是

非
善
悪
の
相
対
的
世
界
に
う
ろ
う
ろ
し
な
い
　
　
朝
は
何
処
に
向
っ
て
往
き

夕
暮
に
は
何
処
に
帰
着
す
る
の
だ
ろ
う
（
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
法
爾
の
世
界
に

生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
）
　
　
世
間
の
人
が
褒
め
そ
や
す
の
に
無
頓
着
で

朝
向
何
処
往

任
地
世
人
誉

師
曽
三
三
盧

吾
又
久
四
病

其
恩
実
無
限

　
○
如
三
日

　
南
泉
道
わ
く

　
り
、

　
さ
ら
に

　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
り

　
擬
の
如
し
”

　
　
　
、
　
　
、

　
ず
、

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

書
置
何
処
帰

任
地
世
人
欺

一
二
微
妙
三

三
師
既
得
医

何
回
回
報
之

　
（
以
下
『
碧
』
と
略
記
）
二
十
五
則
に
、

　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
療
鈍
の
如
く
な
る
記
号
た
得
難
し
」

　
　
俗
人
が
欺
く
の
に
ま
か
せ
て
い
る
　
　
良
寛
老
師
は
以
前
私
の
小
庵
に
お
い
で

　
　
に
な
り
　
　
私
に
微
妙
の
法
門
を
お
説
き
に
な
っ
た
　
　
私
は
又
長
ら
く
病
気

　
　
持
ち
だ
っ
た
が
　
　
老
師
に
よ
っ
て
治
す
こ
と
が
出
来
た
　
　
そ
の
ご
恩
は
全

　
　
く
無
限
で
　
　
ど
う
し
て
お
報
い
申
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
作
品
か
ら
考
え
る
と
、
二
人
が
実
際
に
出
会
っ
た
の
は
、
三
三
が
北
越

に
帰
郷
し
た
享
保
三
年
の
秋
以
降
で
は
な
か
っ
た
か
。
良
寛
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
か

　
・
心
に
流
俗
を
逐
う
こ
と
無
く
　
　
人
の
擬
獄
と
呼
ぶ
に
信
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
　
　
　
　
　
　
む

　
・
生
涯
何
の
似
る
所
ぞ
　
　
縁
に
従
い
且
ら
く
擬
を
養
う

　
　
む
　
　
む

　
・
擬
頑
何
れ
の
日
か
休
ま
ん
　
　
孤
貧
是
れ
生
涯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
・
児
童
適
い
見
て
共
に
語
る
　
　
去
年
の
愚
僧
今
又
来
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
・
利
を
論
じ
て
毫
末
を
争
い
　
　
道
を
語
る
は
徹
骨
の
擬
な
り

と
繰
り
返
し
擬
人
を
以
て
自
任
し
て
い
る
が
、
文
字
通
り
短
絡
的
に
「
お
ろ

か
者
」
と
解
す
る
読
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
釣
忍
魯
仙
は
良
寛
の
真
実
相
、

真
面
目
を
短
時
日
の
交
際
の
う
ち
に
感
得
し
た
の
だ
っ
た
。
魯
仙
は
自
ら
の

内
な
る
も
の
を
、
良
寛
の
中
に
見
出
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
二
人
は
俗

に
言
う
”
波
長
が
合
っ
た
”
”
機
縁
が
契
っ
た
”
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
魯
仙

の
作
品
が
そ
れ
を
証
す
る
。

　
囮
　
　
　
　
　
癸
長
秋
将
辞
仏
徳
山
、
呈
山
主
玄
楼
和
尚

屈
指
春
秋
二
十
三

仏
門
妙
法
無
纏
漂

動
行
功
勲
皆
悉
棄

況
貧
飲
食
男
気
債

唯
増
森
鈍
重
堪
漸

祖
室
玄
談
不
少
諸

睡
眠
獺
惰
独
相
耽

匝
免
臨
行
一
棒
紅
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○
癸
亥
1
1
享
和
三
年
　
　
○
仏
徳
山
1
1
宇
治
の
仏
徳
山
興
聖
寺
。
道
元
が
創

　
思
し
た
伽
藍
は
今
は
無
く
、
伏
見
区
深
草
宝
塔
寺
山
町
の
日
蓮
宗
宝
塔
寺
が

　
そ
の
遺
跡
だ
と
い
う
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
淀
城
主
の
永
井
尚
政
が
宇

　
治
市
宇
治
山
田
に
現
在
の
興
聖
寺
を
復
興
し
、
江
戸
時
代
の
宗
統
復
古
運
動

　
の
拠
点
と
な
っ
た
。
　
　
o
玄
楼
和
尚
一
1
玄
楼
奥
龍
（
一
七
二
〇
～
一
八
一

　
三
）
。
狼
と
あ
だ
名
を
付
け
ら
れ
た
ほ
ど
厳
し
い
禅
匠
。
　
　
○
妙
法
1
1
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ね

　
寛
の
『
法
華
転
』
普
賢
菩
薩
勧
発
品
に
”
今
妙
法
に
遇
い
聞
知
に
飽
く
”
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ね

　
句
が
あ
る
。
　
　
○
玄
談
1
1
『
永
』
巻
一
に
”
格
を
出
て
玄
談
す
れ
ば
烏
亀

　
は
火
に
向
か
う
”
と
あ
る
。
　
　
○
諸
1
1
『
碧
』
八
則
の
“
長
淵
相
い
諸
ん

　
ず
、
眉
毛
生
憎
”
に
拠
る
。
　
　
○
修
行
1
1
『
正
法
眼
蔵
』
（
以
下
『
正
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
コ

　
と
略
記
）
書
記
に
“
世
の
常
に
思
ふ
に
は
、
修
行
功
満
し
て
作
仏
決
定
す
る

　
と
き
、
授
記
す
べ
し
と
写
し
き
た
る
と
難
も
、
仏
道
は
し
か
に
は
あ
ら
ず
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か

　
と
あ
り
、
良
寛
に
“
蓋
し
修
行
の
力
に
縁
れ
ど
　
争
で
か
無
作
に
達
す
る
に

　
如
か
ん
”
の
句
が
あ
り
、
二
人
と
も
必
ず
し
も
修
行
を
絶
対
視
し
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
こ
と
に
注
目
。
　
　
○
睡
眠
隠
『
永
』
巻
十
の
「
自
賛
」
に
”
居
常
恥
く
し

　
て
牛
頭
に
似
（
中
略
）
卜
し
了
っ
て
睡
快
を
図
る
”
と
あ
り
、
良
寛
に
も
“
雨

　
　
　
　
　
　
カ
　
　
う

　
を
聴
き
終
日
眠
る
”
の
句
が
あ
っ
て
、
単
な
る
睡
眠
で
は
な
く
、
自
在
境
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ね
む
り
で
あ
る
。
　
　
○
瀬
惰
“
前
述
の
「
自
賛
」
“
居
常
ケ
く
し
て
牛
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ

　
に
似
”
や
良
寛
の
“
山
回
暫
ら
く
余
が
三
三
を
諸
ん
ず
”
”
問
う
に
回
し
迷

　
悟
の
岐
”
の
句
を
読
む
と
、
単
な
る
怠
け
老
の
意
味
で
は
な
い
。
　
　
○
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

　
飲
食
”
前
述
の
道
元
の
「
自
賛
」
に
“
飯
し
了
っ
て
睡
快
を
図
る
”
と
あ
り
、

　
　
　
　
　
お
　
　
も
　
　
も
　
　
う

　
良
寛
は
”
飯
に
飽
き
痢
を
放
つ
何
ぞ
快
活
な
る
”
”
飽
食
何
の
製
す
処
ぞ

　
騰
々
太
平
に
老
ゆ
”
と
吟
じ
て
い
て
、
自
由
の
境
涯
を
表
わ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
享
保
三
年
の
秋
、
興
聖
寺
に
別
れ
を
告
げ
た
時
、
住
持
の
玄

　
　
　
　
　
　
楼
和
尚
に
奉
呈
し
た
う
た

指
折
り
数
え
て
み
る
と
二
十
三
年
間
　
　
た
寸
愚
鈍
を
増
し
た
だ
け
で
噺
塊
に

　
　
堪
え
ま
せ
ん
　
　
仏
門
の
妙
法
は
ち
っ
と
も
悟
る
こ
と
な
く
　
　
祖
師
の
部
屋

　
　
で
の
奥
深
い
禅
談
は
少
し
も
憶
え
て
お
り
ま
せ
ん
　
　
修
行
の
成
果
は
す
べ
て
　
細

　
　
捨
て
さ
り
　
　
私
独
り
ひ
た
す
ら
眠
っ
て
怠
け
る
ば
か
り
で
す
（
自
在
の
境
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り

　
　
で
す
）
　
　
ま
し
て
飲
食
を
食
っ
て
債
を
重
ね
　
　
い
ま
お
別
れ
し
て
旅
立
つ

　
　
に
際
し
和
尚
の
一
棒
の
打
を
免
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

表
面
的
字
句
で
は
、
修
行
の
成
果
を
上
げ
ず
に
別
れ
る
こ
と
を
漸
憧
し
て
い

る
の
だ
が
、
語
注
に
示
し
た
詩
語
の
用
例
を
熟
視
す
る
と
、
良
寛
の
禅
境
に

恥
い
通
ず
る
魯
仙
の
並
々
な
ら
ぬ
境
涯
が
窺
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
当
時
、
”
重
落
楼
、
引
馬
通
”
と
、
有
馬
光
明
寺
の
大
円
光
通
と
共
に
、

厳
し
い
禅
匠
と
し
て
天
下
に
鳴
り
響
く
玄
楼
再
試
に
大
悟
魯
仙
は
参
禅
し
、

そ
の
あ
と
霊
潭
魯
龍
に
つ
い
て
法
を
嗣
い
だ
の
で
あ
る
。
法
馬
を
示
す
と
、

天
桂
伝
∴
轡
醗
∵
事
理

で
あ
る
（
点
線
は
受
業
関
係
）
。
濃
州
・
霊
潭
両
禅
師
の
家
風
が
ど
う
い
う
も

の
か
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
国
囮
に
よ
っ
て
大
愚
良
寛
と
大
忍
野
仙
の
道
人

像
が
ダ
ブ
ル
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
越
後
に
帰
郷
し
て
か
ら
の
良
寛
は
、
禅
僧
と
し
て
民
衆
の
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

化
に
努
め
な
か
っ
た
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
し
か
し
魯
仙
に
対
し
て
は
国
で
、

　
　
師
（
良
寛
）
曽
て
吾
が
鷹
に
到
り

　
　
吾
に
微
妙
の
辞
を
告
ぐ

4



蔭木英雄

と
詠
じ
て
い
る
よ
う
に
、
良
寛
は
わ
ざ
わ
ざ
魯
仙
の
盧
、
そ
れ
は
双
善
寺
内

の
一
室
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
を
訪
ね
て
、
思
議
分
別
を
超
え
た
深
い
仏
法

を
説
い
た
。
も
し
か
す
る
と
国
の
「
微
妙
」
や
囮
の
「
妙
法
」
の
語
注
の
『

漉
蜘
転
』
の
用
語
例
や
、
「
甚
深
微
妙
決
、
難
見
難
可
了
（
中
略
）
無
漏
不
思

議
、
甚
深
後
妙
決
、
我
今
己
具
得
」
（
『
拠
斡
経
』
方
便
品
）
か
ら
推
察
す
る
と
、

『
法
華
経
』
の
真
髄
を
魯
仙
に
説
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
周
知
の
如
く

良
寛
は
『
正
法
眼
蔵
』
法
華
転
法
華
の
教
え
を
継
承
し
消
化
し
発
展
？
さ
せ

て
、
「
法
華
讃
」
「
法
華
転
」
を
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
良
寛
は
魯
仙
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
詠
う
。

　
③
　
　
　
　
　
有
懐

　
　
大
忍
俊
利
人
　
　
　
屡
話
僧
舎
中

　
　
自
一
別
京
洛
　
　
　
消
息
杳
不
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ね

　
　
　
○
俊
利
1
1
『
碧
』
六
十
八
に
”
仰
山
極
め
て
其
（
三
聖
平
然
）
の
俊
利
な
る

　
　
　
を
愛
し
て
之
を
明
窓
下
に
待
す
”
と
あ
る
。
　
　
○
京
洛
1
1
良
寛
の
「
伊
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ね

　
　
　
　
（
別
本
で
は
信
州
）
道
中
」
に
”
我
京
洛
を
発
し
て
よ
り
”
と
あ
る
が
③
の

　
　
　
一
別
は
こ
の
時
で
は
あ
る
ま
い
。
　
　
O
消
息
1
1
『
永
』
巻
一
に
”
也
大
有

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

　
　
　
也
大
有
、
消
息
一
た
び
通
ず
れ
ば
古
も
今
に
似
た
り
（
大
悟
は
無
量
で
あ
る

　
　
　
と
い
う
事
情
が
つ
か
め
る
と
昔
も
今
も
同
じ
で
あ
る
）
”
と
あ
り
、
良
寛
『
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も

　
　
　
華
讃
』
提
婆
達
多
雪
に
”
曽
て
阿
難
を
以
て
消
息
を
伝
う
”
の
句
が
あ
る
の

　
　
　
で
、
後
述
の
口
語
訳
で
は
カ
ッ
コ
内
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
大
回
魯
仙
は
俊
敏
の
人
で
　
　
し
ば
し
ば
僧
舎
の
中
で
話
し
合
っ
た
（
僧
舎
の

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
内
部
事
情
を
話
し
て
く
れ
た
）
　
　
一
た
び
京
洛
へ
出
発
し
て
別
れ
て
か
ら
（
京

　
　
洛
で
別
れ
て
か
ら
）
　
　
彼
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
（
真
の
仏
法
は
越
後
に
流

　
　
通
し
な
く
な
っ
た
）

承
句
と
転
句
と
は
右
の
カ
ッ
コ
内
の
よ
う
に
解
釈
し
た
方
が
よ
い
か
も
知
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
し
ょ
う
え

ぬ
。
し
か
し
筆
者
が
一
番
問
題
に
し
た
い
の
は
、
良
寛
が
魯
仙
を
三
聖
慧

ね
ん
然
（
臨
済
腰
紐
の
法
嗣
で
『
臨
済
録
』
の
編
者
）
に
重
ね
合
せ
て
（
語
注
参
照
）
、

　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
大
運
は
俊
利
の
人

と
詠
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
囮
の
、

　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
唯
だ
愚
鈍
を
増
し
て
自
ら
漸
ず
る
に
堪
ゆ

と
喰
い
違
う
。
〈
先
輩
良
寛
は
俊
利
と
褒
め
、
魯
仙
は
愚
鈍
と
謙
遜
し
て
い

る
、
そ
の
違
い
で
あ
る
〉
と
い
う
説
明
だ
け
で
は
納
得
出
来
な
い
。
③
の
起

句
は
筆
者
の
長
年
の
疑
問
で
あ
っ
た
。

　
団
　
　
　
　
　
遊
方

　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
錫
書
辞
出
雲
崎

北
越
愚
僧
字
大
忍

潮
雲
穂
水
不
暫
駐

或
宿
雨
舎
破
宅
裏

唯
悦
道
業
終
不
一

　
　
　
北
越
の
愚
僧
の
字
は
大
垣
で

　
　
　
た
　
　
行
雲
流
水
の
生
活
は
暫
く
で
も
一
所
不
在
で
あ
り

　
　
　
つ
た
り
し
て
自
然
法
爾
に
ま
か
す

　
　
　
あ
る
時
は
荒
れ
た
寒
村
に
一
夜
の
宿
を
求
め
た

　
　
　
道
修
業
が
成
就
せ
ず

第
一
句
の
大
忍
を
大
愚
と
書
き
変
え
て
、

提
示
し
て
も
、
疑
っ
た
り
否
定
し
た
り
す
る
読
者
は
殆
ん
ど
い
な
い
で
あ
ろ

漸
々
騰
々
任
所
之

原
宿
荒
村
寒
郷
陸

年
々
空
増
鈍
与
療
（
後
略
）

　
　
　
む
か
し
錫
杖
を
つ
い
て
故
郷
出
雲
崎
を
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
よ
い
ゆ

　
　
　
　
　
　
あ
る
時
は
壊
れ
た
空
家
に
泊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
恥
か
し
い
の
は
仏

年
々
空
し
く
愚
鈍
さ
を
増
す
ば
か
り
（
後
略
）

　
　
　
　
「
囚
は
良
寛
の
作
品
で
あ
る
」
と
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う
。
そ
れ
ほ
ど
団
は
良
寛
の
詩
風
そ
っ
く
り
で
、
波
状
傍
線
の
句
は
良
寛
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
V

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
良
寛
は
、

　
・
生
涯
身
を
立
つ
る
に
瀬
く
　
　
幽
々
天
運
に
任
す

　
・
一
柄
と
一
書
と
　
　
騰
々
此
の
身
を
送
る

と
い
う
よ
う
に
、
騰
々
三
冠
を
繰
り
か
え
し
繰
り
返
し
詠
っ
て
い
る
。
そ
し

て
後
払
⑩
の
拙
論
で
も
記
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
。
終
日
任
運
騰
々
と
し
て
、
擬
人
の
如
く
鎧
い
似
よ
。
（
『
宛
陵
緑
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
。
一
切
三
々
と
し
て
痴
人
の
如
く
似
よ
。
（
『
言
入
四
行
論
』
）

と
あ
る
よ
う
に
、
達
磨
も
黄
藥
希
運
も
真
の
仏
者
の
生
き
方
と
し
て
、
「
痴

人
の
如
く
」
と
共
に
「
一
々
」
と
い
う
形
容
詞
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
い
た
い
漢
語
に
於
い
て
は
、
騰
々
の
よ
う
な
畳
語
は
日
本
語
の
に
こ

く
す
や
く
と
同
じ
く
擬
態
語
や
擬
声
語
で
あ
り
、
聞
き
手
や
読
者
の
念

頭
に
リ
ア
ル
な
生
き
様
を
描
か
せ
る
語
で
あ
る
。

　
大
忍
魯
仙
は
二
十
代
半
ば
に
し
て
、
準
々
た
る
真
の
仏
者
の
風
格
を
備
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
歩
譲
っ
て
、
魯
仙
は
”
昌
々
と
し
て
之
く
所
に

ま
か任
す
”
の
境
涯
を
目
さ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
圖
　
　
　
　
　
自
贈

　
　
由
来
柔
弱
質

何
処
寄
踪
跡

籠
辺
皆
荊
棘

去
秋
且
今
春

時
聞
牧
童
謡

庶
民
抱
沈
痢

蓼
々
山
中
家

戸
外
一
三
薙

鮫
月
又
芳
花

或
聞
樵
者
歌

飢
則
喫
淡
飯

渇
刃
風
粗
茶

伸
脚
臥
又
臥
　
　
　
生
涯
等
閑
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う

　
○
踪
跡
1
1
足
あ
と
、
行
方
。
『
永
』
十
に
”
霊
光
一
点
無
寄
月
（
「
三
下
通
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ね

　
韻
」
）
”
、
”
一
廻
照
顧
跡
蹴
無
（
「
酬
首
座
豊
門
」
）
”
が
あ
り
、
良
寛
詩
に
”
自

　
　
　
　
　
　
う
　
　
ぬ
　
　
も

　
歩
出
家
後
　
縦
跡
寄
雲
姻
”
の
句
が
あ
る
。
　
　
○
蓼
々
1
1
語
義
は
さ
び
し

　
く
空
し
い
さ
ま
だ
が
、
下
記
の
用
例
か
ら
は
、
あ
る
四
境
を
形
容
す
る
。
『
永
』

　
　
　
　
　
カ
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
ぬ

　
巻
四
に
”
蓼
々
九
夏
超
諸
相
”
と
あ
り
、
良
寛
詩
に
”
家
々
掩
柴
扉
”
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ね

　
”
寂
々
筒
蒲
団
　
蓼
々
対
虚
威
”
の
対
句
が
あ
る
。
　
　
○
荊
棘
1
1
い
ば
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う

　
『
法
華
讃
』
法
師
品
に
”
荊
棘
室
羨
講
座
”
と
あ
る
。
　
　
O
二
二
粗
茶
1
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
カ

　
お
粥
と
粗
末
な
茶
。
『
正
』
家
常
に
”
家
常
の
粗
茶
淡
飯
は
仏
祖
意
句
な
り
。
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
あ
　
　
ね

　
と
あ
り
、
良
寛
詩
に
“
国
上
山
下
是
僧
家
　
粗
茶
淡
飯
供
此
身
”
の
句
が
あ

　
る
。
　
　
○
三
脚
臥
1
1
足
を
の
ば
し
て
眠
る
。
『
碧
』
七
十
八
則
に
”
了
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
も

　
心
悸
消
一
箇
　
長
連
床
上
展
脚
臥
”
と
あ
り
、
『
正
』
安
居
に
“
し
か
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
た
　
　
ね

　
ば
遮
の
巴
肝
試
を
得
了
っ
て
未
だ
喫
飯
伸
脚
し
て
睡
ら
ざ
る
に
、
這
裏
に
在

　
る
こ
と
三
十
年
な
り
。
”
の
文
が
あ
る
。
　
　
○
等
閑
1
1
語
義
は
な
お
ざ
り

　
と
い
う
意
味
だ
が
禅
林
で
は
平
凡
無
為
の
心
境
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
『
永
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
三
十
に
”
此
段
風
流
亦
等
閑
”
の
句
が
あ
り
、
良
寛
の
『
法
華
転
』
法
師
品

　
　
　
ぬ
　
　
ね

　
に
“
等
間
遮
著
忍
辱
衣
”
の
句
が
あ
る
ほ
か
、
道
元
、
良
寛
に
用
例
が
多
い
。

私
は
も
と
も
と
体
が
弱
く
　
　
ま
し
て
持
病
を
も
っ
て
い
る
　
　
何
処
に
こ
の

身
を
寄
せ
よ
う
か
　
　
い
ま
寂
し
い
山
中
の
庵
に
住
ん
で
い
る
　
　
垣
根
は
い

ば
ら
だ
ら
け
　
　
戸
外
に
は
藤
つ
る
だ
け
が
生
え
て
い
る
　
　
去
年
の
秋
や
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

年
の
春
は
　
　
明
月
を
眺
め
美
し
い
花
を
賞
で
た
　
　
時
に
は
牛
飼
い
少
年
の

歌
を
聞
き
　
　
時
に
は
木
こ
り
の
歌
声
が
聞
え
る
　
　
腹
が
へ
る
と
お
粥
を
た

べ
　
　
の
ど
が
渇
く
と
粗
茶
を
す
す
る
　
　
足
を
伸
ば
し
て
寝
そ
べ
り
　
　
生

涯
平
凡
無
為
に
過
ご
す
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蔭木英雄
傍
線
の
語
句
の
革
嚢
に
よ
っ
て
、
固
も
良
寛
の
詩
境
と
共
通
す
る
禅
詩
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
最
後
の
二
句
は
、
良
寛
の
、

⑥　
　
　
　
　
　
（
自
我
を
立
て
て
）

　
　
　
ま
自
然
法
爾
に
日
々
を
過
す
の
じ
ゃ

　
　
　
炉
端
に
は
薪
が
一
束
あ
る

　
　
　
対
的
世
界
な
ど
問
題
に
せ
ず

　
　
　
雨
の
夜
に
旧
庵
の
中
で

の
境
地
を
思
わ
せ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
二
人
の
禅
僧
の
詩
境
を
味
わ
っ
て
来
る
と
、
囮
の
愚
鈍
と
③

の
俊
利
と
の
喰
い
違
い
が
氷
解
す
る
。
三
三
は
良
寛
か
ら
“
微
妙
の
辞
”
の

仏
法
を
受
け
て
”
騰
々
愚
痴
”
の
禅
を
体
得
し
、
”
等
閑
に
脚
を
伸
ば
す
”

生
活
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
良
寛
か
ら
見
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ま
え

　
　
う
ん
よ
く
ぞ
体
得
し
た
ぞ
。
魯
仙
は
な
か
な
か
三
三
な
若
者
じ
ゃ
。

と
感
服
し
て
③
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
良
寛
は
自
分
が
病
気
に
な
る

と
、　
⑦
　
　
　
　
病
中

　
　
苦
吟
実
如
清
秋
虫
　
　
　
詩
成
自
怪
格
調
漫

　
　
世
上
今
無
大
忍
子
　
　
　
誰
人
為
予
防
三
三

生
涯
獺
立
身

嚢
中
三
升
米

誰
得
意
悟
跡

夜
雨
草
庵
裡

飽
覧
は

騰
々
任
天
真

炉
辺
一
束
薪

何
知
名
利
塵

双
脚
等
問
伸

　
　
　
栄
達
す
る
事
な
ど
う
と
ま
し
く
　
　
あ
る
が
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
袋
の
中
に
は
三
升
の
米
が
あ
り

　
　
（
何
の
不
足
も
な
い
）
　
　
迷
い
や
悟
り
な
ど
相

　
　
　
　
　
名
誉
利
益
な
ん
ど
関
心
が
無
い
わ
い

　
　
　
両
足
を
ゆ
っ
た
り
と
伸
ば
し
て
い
る

　
　
　
○
詩
1
1
道
元
は
『
永
』
巻
七
で
”
早
れ
出
家
人
は
詩
書
和
歌
等
を
業
と
せ
ず
、

　
　
　
　
　
　
よ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
れ

　
　
　
頭
燃
を
救
っ
て
学
道
す
べ
し
”
と
述
べ
、
良
寛
は
こ
れ
を
受
け
て
”
敦
か
我

　
　
　
が
詩
を
詩
と
謂
う
　
我
が
詩
は
是
れ
詩
に
非
ず
　
我
が
詩
の
詩
に
非
ざ
る
を

　
　
　
知
っ
て
　
始
め
て
与
に
詩
を
言
う
べ
し
”
と
吟
じ
た
。
　
　
○
客
難
1
1
後
述

　
　
　
の
「
読
良
寛
道
人
偶
」
参
照
。

　
　
ま
る
で
清
秋
の
虫
の
よ
う
に
苦
吟
し
て
　
　
詩
が
出
来
て
み
る
と
格
調
が
散
漫

　
　
な
の
が
我
な
が
ら
お
か
し
い
　
　
今
は
こ
の
世
に
大
忍
魯
仙
が
い
な
く
な
り

　
　
わ
し
を
非
難
す
る
論
客
を
誰
が
防
ぎ
弁
護
し
て
く
れ
よ
う
そ

と
亡
き
魯
仙
を
偲
ぶ
の
で
あ
っ
た
。
二
十
三
歳
も
年
令
が
離
れ
、
し
か
も
相

い
見
る
期
間
は
長
く
な
か
っ
た
が
、
良
寛
と
霊
芝
と
は
ま
さ
に
忘
年
の
道
友

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
語
注
に
示
し
た
如
く
、
良
寛
の
詩
（
の
格
調
）
の
詩
に
非
ざ
る
を
知
っ
て
、

　
　
と
も

詩
を
与
に
言
う
べ
き
者
は
三
三
を
お
い
て
無
か
っ
た
。
大
弐
一
図
の
「
読
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

寛
道
人
偶
」
（
原
漢
文
）
の
一
部
を
書
き
下
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
た
ま
た
ま
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
團
　
会
≧
客
有
り
て
之
（
良
寛
道
人
偶
）
を
難
じ
て
曰
く
、
「
良
寛
道
人
の

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
偶
は
規
格
に
依
ら
ず
、
体
裁
を
守
ら
ず
、
只
だ
是
れ
荒
唐
の
辞
な
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
み
、
然
る
に
師
（
魯
仙
）
之
を
尊
崇
し
、
以
て
至
道
中
の
妙
曲
と
為
す
。

　
　
則
ち
大
錯
な
ら
ず
や
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
ら

　
　
曰
く
、
「
余
の
錯
と
否
と
は
姑
く
致
さ
ん
。
汝
、
道
人
の
偶
を
視
る
と

　
　
難
も
、
未
だ
夢
に
も
其
の
旨
を
知
ら
ざ
る
者
な
り
。
筍
く
も
其
の
旨
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
ら

　
　
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
須
ら
く
先
ず
至
道
に
達
す
べ
し
。
未
だ
至
道
に
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
く

　
　
せ
ず
ん
ば
則
ち
至
道
中
の
妙
曲
有
り
と
錐
も
、
異
ん
ぞ
得
て
知
る
べ

　
　
け
ん
や
」
と
。
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北越の三沙門

至
道
と
は
言
う
迄
も
な
く
甚
深
微
妙
の
法
、
良
寛
に
あ
っ
て
は
”
種
々
愚
痴
”

の
世
界
で
あ
る
。
良
寛
や
魯
仙
の
詩
は
ま
こ
と
に
詩
書
一
致
の
表
出
で
あ
っ

た
。　

大
忍
魯
仙
は
東
軸
有
願
と
も
忘
年
の
交
を
結
ん
だ
。

　
回
　
　
　
　
　
贈
東
野
老
人

老
翁
既
是
倦
拮
槌

六
十
州
中
総
脾
睨

雑
談
顛
語
皆
堪
楽

可
笑
吾
今
初
値
遇

　
○
拮
槌
1
1
砧
を
鳴
ら
す
為
に
槌
を
持
つ
。

　
○
格
外
1
1
け
た
は
ず
れ
。
『
正
』
弁
道
話
に

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
ヤ

　
略
）
す
み
や
か
に
格
外
に
迫
遥
し
大
菩
提
を
受
用
す
る
な
り
”

　
〇
三
千
界
1
1
三
千
大
千
世
界
。

　
薬
草
喩
品
に
”
法
雨
等
樹
三
千
界
”

　
は
程
遠
い
顛
倒
の
言
語
。
し
か
し
時
と
し
て
真
実
の
言
葉
を
逆
説
的
に
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ

　
『
碧
』
二
十
一
則
に
”
諸
方
皆
之
を
顛
倒
の
語
と
謂
う
、
招
喚
か
此
の
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
な
ら
ん
”
と
あ
り
、
良
寛
詩
に
“
苦
思
至
願
子
　
平
生
如
狂
顛
”
の
句
が
あ

　
る
。
　
　
O
仏
眼
1
1
五
眼
の
一
で
諸
法
実
相
を
照
見
す
る
大
智
慧
眼
。
『
正
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

　
道
得
に
”
こ
の
兀
坐
不
道
は
仏
眼
也
齪
不
見
な
り
”
と
あ
る
。
　
　
　
○
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
閑
1
1
固
参
照
。
な
お
『
碧
』
十
一
則
の
“
等
閑
の
一
句
一
言
群
を
驚
か
し
衆

　
を
動
か
す
”
が
参
考
と
な
る
。

有
願
事
和
尚
は
も
う
学
人
の
接
得
に
倦
み
疲
れ
て
（
還
俗
し
？
）
　
　
規
格
は

ず
れ
の
風
流
は
興
趣
が
は
て
し
な
い
　
　
六
十
余
州
日
本
全
国
を
に
ら
み
つ
け

三
千
大
千
世
界
に
は
老
師
に
追
随
す
る
者
は
誰
も
な
い
　
　
雑
談
や
仏
法
に
縁

格
外
風
流
興
不
涯

三
千
界
裏
誰
追
随

仏
眼
魔
眸
那
得
窺

等
閑
開
口
吐
言
辞

　
　
　
　
　
　
修
行
僧
を
接
化
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
“
一
向
に
坐
禅
す
る
と
き
（
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
る
。

　
　
須
弥
山
を
中
軸
と
し
た
宇
宙
。
『
法
華
讃
』

、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
の
句
が
あ
る
。
　
　
○
顛
語
1
1
仏
法
と

　
　
遠
い
話
（
逆
説
的
表
現
？
）
は
充
分
楽
し
く
　
　
仏
や
天
魔
の
眼
で
も
老
人
の

　
　
心
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
ぬ
　
　
お
笑
い
草
な
の
は
私
が
今
は
じ
め
て
老
翁

　
　
に
お
会
い
し
て
　
　
の
ん
び
り
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
事
だ
。

こ
の
有
願
老
居
士
が
良
寛
禅
師
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
事
は
有
名
で
あ
り
、

北
越
の
三
沙
門
は
互
い
に
深
く
心
を
許
し
合
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
三
沙
門
の
接
点
は
回
の
第
二
句
の
“
格
外
風
灘
や
終
句
の
“
等
閑
”
で

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
有
願
の
経
歴
は
明
ら
か
で
な
い
。
白
根
市
新
飯
田
の
円
通
庵
（
田

面
庵
）
庭
に
あ
る
、
原
田
勘
平
撰
副
書
の
碑
陰
文
に
は
、

　
　
三
子
和
尚
ハ
代
官
島
ノ
里
正
田
沢
氏
ノ
出
デ
元
文
三
年
二
生
レ
タ
。
少

　
　
時
茨
曽
根
永
安
寺
ノ
大
舟
和
尚
二
投
ジ
テ
出
家
シ
タ
。
（
中
略
）
文
化
五

　
　
年
八
月
二
残
シ
タ
。
行
年
七
十
三
。
（
後
略
）

と
あ
り
、
生
没
年
と
行
年
と
が
計
算
に
合
わ
な
い
。
と
も
あ
れ
良
寛
よ
り
二

十
二
一
二
歳
年
長
、
つ
ま
り
父
の
山
本
以
南
と
ほ
ぼ
同
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
良
寛
の
師
の
大
森
子
陽
も
有
爵
と
同
じ
く
古
岸
大
舟
に
参
じ
た
事
、
有
願

の
門
弟
越
秀
が
玉
島
円
通
寺
の
大
州
国
難
に
つ
い
て
一
年
間
修
行
し
た
事
等

の
言
い
伝
え
を
信
じ
る
と
、
良
寛
は
越
後
に
帰
郷
す
る
以
前
か
ら
、
有
願
を

知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
前
記
碑
陰
文
の
（
中
略
）
の
部
分
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
性
来
常
人
ト
異
ッ
タ
ノ
デ
人
多
ク
之
ヲ
愚
ト
シ
タ
ト
云
ウ
。
後
燕
町
ノ

　
　
万
能
寺
ノ
住
職
ト
ナ
リ
、
或
ハ
加
賀
天
徳
院
ノ
悦
山
郭
二
参
ジ
タ
ガ
、
多

　
　
ク
ハ
消
息
不
明
デ
ア
ッ
タ
。
晩
年
越
後
二
帰
リ
新
飯
田
ノ
田
面
庵
二
隠

　
　
居
シ
（
後
略
）
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蔭木英雄
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

と
あ
り
、
や
は
り
痴
愚
の
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
悦
巌
雲
客
に
参
禅
し
た
が
、

法
を
嗣
い
だ
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
大
領
国
仙
も
悦
巌
和
尚
に
参

禅
し
て
お
り
、
法
語
は
、

∴
晶
撫
轡
輪
騨

で
あ
る
。
良
寛
が
大
而
宗
風
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
は
、
宮
栄
二
氏
の
研

麺
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
良
寛
が
画
接
有
願
と
交
り
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
や
は
り
彼
が
越
後
に
帰
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
ろ
う
。

⑩
余
持
鉢
到
新
潟
、
逢
高
齢
老
人
説
法
白
衣
舎
因
有
偶
二
首

　
　
似
欲
割
狗
肉
　
　
　
当
陽
掛
羊
頭

　
　
借
問
逐
臭
者
　
　
　
優
々
卒
未
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
ぬ

　
　
　
○
白
衣
舎
団
俗
人
の
家
。
『
永
』
巻
十
に
”
半
年
喫
飯
白
衣
舎
”
の
句
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
る
。
　
　
○
羊
頭
ほ
『
碧
』
七
十
七
則
に
”
茅
沼
裏
の
虫
子
、
市
律
買
売
羊

　
　
　
も

　
　
　
頭
案
頭
に
至
っ
て
還
た
超
仏
越
祖
底
の
道
理
有
り
や
”
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
余
は
鉢
の
子
を
持
っ
て
新
潟
に
来
る
と
、
有
畜
老
人
が
俗
人
の
家
で

　
　
　
　
　
　
説
法
し
て
い
る
の
に
出
逢
っ
た
。
そ
こ
で
二
首
の
偶
を
作
っ
た
。

　
　
犬
の
肉
を
料
理
す
る
よ
う
に
民
衆
を
教
化
し
よ
う
と
し
て
　
　
ま
つ
昼
ま
に
羊

　
　
の
頭
を
店
頭
に
掛
け
る
如
く
（
解
り
易
く
方
便
を
用
い
て
い
る
）
　
　
ち
ょ
っ

　
　
と
お
尋
ね
す
る
が
臭
肉
を
求
め
て
い
る
者
（
名
利
を
求
め
て
い
る
邪
僧
）
は

　
　
ゆ
っ
た
り
と
し
て
（
伽
藍
仏
教
を
お
座
な
り
に
説
い
て
）
俄
か
に
説
法
を
や
め

　
　
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う

対
機
説
法
で
は
な
く
、
真
正
面
か
ら
仏
法
を
説
い
て
い
る
有
願
を
椰
下
し
て

い
る
偶
の
よ
う
だ
が
、
実
は
有
願
を
尊
敬
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
首

同
題
の
偶
、

⑪
　
伊
奈
疎
傭
者
　
　
　
乞
食
此
地
游

　
　
逢
著
闇
市
裡
　
　
　
一
笑
共
悠
々

　
　
　
O
疎
傭
1
1
も
の
ぐ
さ
。
こ
こ
は
無
為
自
然
の
さ
ま
。
『
碧
』
二
十
四
則
に
”
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヵ

　
　
　
穴
云
く
、
老
倒
疎
傭
無
事
の
日
、
閑
眠
高
臥
青
山
に
対
す
”
と
あ
り
、
良
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
　
　
も
”
還
来
時
下
傭
　
坐
臥
任
屈
伸
”
と
詠
う
。
　
　
○
重
言
1
1
思
い
が
け
な

　
　
　
く
出
会
う
。
禅
で
は
真
実
に
出
会
う
の
に
よ
く
用
い
る
。
『
碧
』
三
十
四
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ね

　
　
　
に
”
馬
祖
云
く
路
上
還
た
一
人
に
逢
著
す
る
や
”
と
あ
り
、
良
寛
の
「
読
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
も

　
　
　
平
録
」
に
”
三
三
旧
著
正
法
眼
”
の
句
が
あ
る
。
　
　
O
闇
市
裡
1
1
賑
や
か

　
　
　
な
街
の
中
。
『
碧
』
十
一
則
に
”
有
る
時
は
孤
峰
頂
に
独
立
し
、
有
る
時
は

　
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
め

　
　
　
闇
市
裏
に
身
を
横
た
う
”
と
あ
り
、
良
寛
の
『
法
華
讃
』
提
皇
恩
多
野
に
”
暫

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ

　
　
　
時
相
逢
闇
市
裡
”
の
句
が
あ
る
。

　
　
こ
の
わ
し
は
無
為
の
人
間
で
　
　
乞
食
托
鉢
し
て
此
の
新
潟
に
や
っ
て
来
た

　
　
賑
や
か
な
街
の
中
で
有
願
老
と
出
合
い
　
　
一
笑
し
て
二
人
い
っ
し
ょ
に
ゆ
っ

　
　
た
り
し
て
い
る

現
在
の
有
願
自
筆
の
書
画
の
多
く
は
、
“
直
願
居
士
”
と
居
士
名
で
署
名
し

　
　
（
1
5
＞

て
お
り
、
回
⑩
は
“
老
人
”
と
あ
っ
て
決
し
て
禅
師
と
か
和
尚
と
か
記
し
て

い
な
い
。
良
寛
や
魯
仙
が
交
わ
っ
た
頃
の
有
願
は
、
還
俗
し
て
い
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。

　
⑫
　
　
　
　
　
寿
年
九
十
歳
有
願
居
士
像
自
画
賛
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北越の三沙門

　
　
不
念
仏
法
　
　
　
煙
具
覚
銭

　
　
為
変
美
酒
　
　
　
鋸
当
撞
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
　
　
○
美
酒
1
1
『
碧
』
六
十
七
則
に
”
美
酒
一
蓋
、
却
っ
て
（
宝
）
誌
公
に
水
を

　
　
　
以
て
換
過
せ
ら
る
る
が
如
し
”
と
あ
り
、
回
れ
た
説
法
講
経
を
警
え
る
。

　
　
　
　
　
　
九
十
歳
の
め
で
た
い
年
、
自
分
で
描
い
た
有
願
居
士
像
に
つ
け
た
賛

　
　
わ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
柄
は
仏
法
を
念
わ
ず
　
　
盃
を
持
っ
て
酒
代
を
求
め
る
　
　
う
ま
酒
の
盃
を
重

　
　
ね
よ
う
と
思
っ
て
　
　
辮
燃
を
す
る
囲
手
早
の
前
に
う
ず
く
ま
っ
た

有
楽
は
七
十
一
歳
で
死
ん
だ
の
だ
か
ら
、
寿
年
九
十
歳
は
曲
筆
で
あ
ろ
う
。

第
三
句
の
美
酒
を
語
注
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
⑩
と
同
じ
く
説
法
を
す
る
有

願
老
人
の
姿
が
浮
び
上
っ
て
く
る
。

　
　
法
眼
玉
元
居
士
、
於
画
為
吾
師
也
。
居
士
亦
普
段
於
吾
也
。
居
士
之
画

　
　
法
略
加
禅
力
。
（
中
略
）

　
　
　
天
明
八
龍
舎
戊
申
仲
春
謡
講
日
　
肇
国
有
業
上
昇

こ
れ
は
狩
野
玉
元
画
「
十
牛
図
」
の
序
文
の
一
部
で
あ
り
、
有
願
老
居
士
が

画
師
の
狩
野
玉
元
に
禅
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
る
。
説
法
に
積
極
的

で
な
か
っ
た
？
良
寛
と
対
瞭
的
で
あ
る
。
禅
風
や
性
格
が
相
い
反
す
る
二
人

が
、
よ
く
波
長
が
合
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

　
⑬
　
　
　
　
　
春
花
到
田
面
庵

　
　
桃
花
如
曲
論
岸
発
　
　
　
春
江
如
藍
接
底
流

　
　
三
三
桃
花
随
流
去
　
　
　
故
人
家
酒
水
東
回

　
　
　
○
桃
花
1
1
『
永
』
郵
亭
に
“
能
く
永
平
の
道
を
疑
著
せ
ず
ん
ば
、
何
ぞ
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
　
　
し
も
霊
雲
桃
花
を
見
ん
”
と
あ
る
。
　
　
○
下
流
口
『
正
』
行
持
に
“
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
僧
ま
た
問
ふ
「
出
山
の
路
は
什
摩
の
処
に
向
っ
て
か
去
る
」
師
曰
く
「
流
に

　
　
　
ハ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
随
ひ
去
る
」
”
と
あ
り
、
良
寛
は
”
歩
み
て
流
水
に
随
い
漢
源
を
覚
む
”
と

　
　
　
吟
じ
る
。

　
　
桃
の
花
が
両
岸
に
霞
の
よ
う
に
咲
き
　
　
春
の
川
は
藍
の
如
く
天
空
に
接
す
る

　
　
ま
で
流
れ
て
い
る
　
　
歩
き
な
が
ら
桃
花
を
眺
め
て
流
に
沿
っ
て
行
く
と

　
　
旧
友
の
有
願
居
士
の
小
庵
は
川
の
東
に
あ
っ
た

桃
の
花
と
い
え
ば
す
ぐ
陶
戦
乱
の
「
桃
花
源
記
」
や
、
李
白
「
山
中
三
人
」

の
”
桃
花
流
水
杳
然
去
　
別
有
天
地
非
人
間
”
の
名
句
、
そ
し
て
何
よ
り
も

霊
雲
壌
勤
の
開
悟
の
契
機
を
想
起
す
る
。
心
願
居
士
は
そ
う
い
う
別
天
地
の

人
で
あ
っ
た
。

　
⑭
　
　
　
　
　
春
暮

　
　
芳
草
萎
々
春
植
暮
　
　
　
桃
花
融
点
水
悠
々

　
　
我
亦
従
来
忘
機
者
　
　
　
悩
乱
風
光
殊
六
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
　
　
○
萎
々
1
1
草
木
が
盛
に
茂
る
擬
態
語
。
李
洞
「
繍
皇
宮
」
春
草
中
々
春
水
緑

　
　
　
の
佳
句
は
後
世
愛
用
さ
れ
た
。
　
　
○
忘
機
1
1
無
我
無
心
に
な
る
こ
と
。
『
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
あ

　
　
　
容
録
』
巻
十
二
に
”
忘
機
帰
去
同
魚
鳥
”
と
あ
る
。
　
　
○
悩
乱
1
1
悩
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う

　
　
　
心
を
乱
す
意
だ
が
、
禅
語
に
は
『
永
』
三
三
の
”
星
曇
三
三
入
魔
魅
　
悩
乱

　
　
　
人
天
為
黒
漆
”
な
ど
逆
説
的
用
例
が
多
く
、
良
寛
も
『
法
華
讃
』
讐
喩
話
で

　
　
　
　
し
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
“
悩
乱
春
風
卒
未
休
”
と
詠
じ
て
い
る
。
　
　
O
風
光
1
1
風
と
光
。
し
か
し

　
　
　
単
な
る
風
景
で
は
な
く
『
正
』
諸
法
実
相
に
“
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
、
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
　
　
寛
元
年
癸
卯
に
到
る
に
始
終
十
八
年
、
す
み
や
か
に
風
光
の
中
に
す
ぎ
ぬ
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
も

　
　
　
と
あ
り
、
良
寛
は
”
総
為
風
光
誤
此
身
”
と
吟
じ
て
い
る
。

　
　
か
ぐ

　
　
芳
わ
し
い
草
が
繁
っ
て
春
の
一
日
は
暮
れ
始
め
　
　
桃
花
が
あ
ち
こ
ち
に
咲
き

　
　
川
は
悠
々
と
流
れ
て
い
る
　
　
私
も
同
じ
く
従
来
無
心
無
我
の
者
で
　
　
人
の

　
　
心
を
悩
ま
す
（
し
か
し
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
真
実
へ
導
く
）
風
と
光
は
い
つ
迄
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蔭木英雄
　
　
も
や
ま
な
い

長
谷
川
洋
三
氏
は
こ
の
⑭
を
精
読
し
て
、
後
半
の
二
句
を
、

　
　
私
も
従
来
機
心
を
忘
じ
た
者
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
春
景
色
に
強
く
心
曳

　
　
か
れ
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

と
訳
し
て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
は
”
悩
乱
・
風
光
”
の
語
注
の
用
例
を
踏
ま

え
て
、
右
の
よ
う
に
カ
ヅ
コ
を
つ
け
て
解
釈
し
た
。
良
寛
は
そ
う
い
う
風
光

の
中
、
有
願
居
士
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。

⑮
　
　
　
　
訪
有
願
居
士

草
堂
寂
閉
扉

鳥
雀
喧
櫓
頭

念
子
渉
山
河

回
首
為
千
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
へ
　
　
う

　
○
閉
扉
1
1
良
寛
の
　
　
　
　
　
　
　
千
峰
深
閉
門
”
や
“
無
心
長
閉
門
”
の

　
句
を
読
む
と
彼
の
二
心
を
象
徴
し
て
い
る
語
で
あ
る
。
　
　
○
千
古
1
1
大
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
か
し
。
し
か
し
良
寛
は
”
共
是
為
千
古
万
古
”
と
か
”
使
人
千
古
仰
此
翁
”

　
（
「
芭
蕉
翁
」
）
と
詠
じ
て
、
今
も
存
続
し
て
い
る
事
を
表
わ
す
。
　
　
○
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ミ

　
水
1
1
『
永
』
巻
十
の
「
自
賛
」
に
”
実
相
元
来
此
裏
真
　
留
郵
亭
主
流
水
底
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
と
あ
り
、
良
寛
に
“
歩
詰
流
水
覚
三
巴
”
の
句
が
あ
り
、
傍
点
に
留
意
す
べ

　
き
で
あ
る
。

草
堂
は
静
寂
で
扉
を
と
ざ
し
　
　
ま
さ
に
木
の
葉
の
落
ち
る
秋
で
あ
る
　
　
小

鳥
が
軒
端
で
さ
え
ず
り
　
　
夕
日
が
貧
し
い
村
を
照
ら
し
て
い
る
　
　
有
願
居

士
よ
、
あ
な
た
を
思
っ
て
山
河
を
越
え
　
　
杖
を
つ
い
て
往
き
来
し
た
　
　
ふ

り
返
る
と
そ
れ
は
大
昔
の
こ
と
　
　
小
川
が
さ
ら
さ
ら
流
れ
て
い
る

正
日
揺
落
天

返
照
満
荒
村

杖
策
言
往
還

流
水
去
渥
援

　
　
む
　
　
む
　
　
　

“
従
三
曹
漢
道

有
願
居
士
生
存
時
の
よ
う
な
詩
題
だ
が
、
第
七
句
の
”
回
首
為
千
古
”
は
そ

れ
を
否
定
す
る
。
し
か
し
、
良
寛
の
有
願
敬
慕
の
心
は
ず
っ
と
存
続
し
て
い

た
の
だ
っ
た
。

　
⑯
　
　
　
　
　
再
到
田
面
庵

　
　
去
年
三
月
江
上
路
　
　
　
行
悩
桃
花
到
君
家

　
　
今
日
再
来
首
書
見
　
　
　
桃
花
置
旧
正
如
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
　
　
○
再
来
1
1
良
寛
の
詩
に
”
人
間
三
顧
盈
　
再
来
定
何
年
”
の
句
が
あ
る
。

　
　
去
年
の
三
月
、
川
べ
り
の
道
を
　
　
桃
花
を
見
な
が
ら
歩
い
て
君
の
家
に
行
っ

　
　
た
　
　
今
日
も
う
一
度
来
て
み
る
と
君
の
姿
は
無
く
　
　
桃
花
は
（
去
年
よ
り
）

　
　
ず
っ
と
昔
と
同
じ
く
霞
の
よ
う
に
咲
い
て
い
る

劉
廷
芝
「
代
悲
白
頭
翁
」
の
”
年
々
歳
々
花
相
似
　
歳
々
年
々
人
不
同
”
の

佳
聯
は
古
今
に
通
ず
る
人
間
の
悲
哀
で
あ
る
。
良
寛
は
、

　
　
こ
の
里
の
桃
の
盛
り
に
来
て
見
れ
ば
　
流
れ
に
う
つ
る
花
の
く
れ
な
る

と
も
歌
っ
て
い
る
。
し
か
し
禅
者
は
単
な
る
悲
哀
に
流
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
⑰
　
　
　
　
有
懐

　
　
苦
汐
有
量
子
　
　
　
平
生
如
狂
顛

　
　
自
一
連
越
波
　
　
干
今
六
七
年

　
　
　
○
月
一
1
1
気
ち
が
い
。
し
か
し
良
寛
の
『
法
華
讃
』
如
来
過
量
品
の
”
乃
昼

　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
　
　
三
夜
護
狂
顛
”
も
単
な
る
気
狂
い
で
は
な
い
。
『
永
』
巻
五
の
”
即
心
即
仏

　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う

　
　
　
是
風
顛
”
や
『
永
』
下
弓
の
”
黄
漿
云
、
陸
風
順
順
参
堂
去
”
が
参
考
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
う

　
　
　
る
。
　
　
○
一
波
1
1
一
水
に
同
じ
。
『
論
語
』
の
”
子
在
川
上
日
、
逝
者
如

　
　
　
斯
夫
。
不
陸
昼
夜
”
に
依
る
。

　
　
し
き
り
に
思
う
の
は
有
願
さ
ま
の
事
　
　
平
生
は
（
即
心
即
仏
の
）
気
狂
い
の

1
1
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よ
う
だ
っ
た
　
　
一
た
び
あ
の
世
に
逝
っ
て
か
ら
　
　
も
う
六
七
年
も
た
っ
て

　
　
し
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ね
ん
ご

良
寛
は
⑦
で
暗
暗
子
の
死
を
悼
み
、
⑰
で
有
り
し
日
の
有
職
子
を
苦
う
に

思
う
の
で
あ
っ
た
。
忘
年
の
友
の
死
を
詠
む
時
、
両
人
に
“
子
”
の
敬
称
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

付
け
た
の
は
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か
。
ど
こ
か
に
良
寛
子
と
い
う
用
例
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
事
に
想
い
を
馳
せ
る
の
は
文
学
を
読
む
者
の
楽
し

み
で
あ
り
、
研
究
論
文
の
対
象
に
す
る
と
無
味
乾
燥
化
し
て
し
ま
う
。

　
⑱
　
　
　
　
　
病
起

　
　
一
身
家
々
耽
枕
裂
　
　
　
夢
魂
幾
回
目
勝
游

　
　
今
朝
病
起
江
上
立
　
　
　
無
限
桃
花
逐
水
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
　
○
蓼
々
1
1
寂
し
く
静
か
で
空
し
い
さ
ま
。
『
永
』
巻
四
の
“
旨
々
九
夏
超
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
で

　
　
　
相
　
兀
地
無
端
二
十
空
”
の
傍
点
の
語
に
注
意
。
良
寛
に
も
”
遍
界
寡
々
知

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
も

　
　
　
音
稀
”
”
蓼
々
只
自
知
”
”
蓼
々
対
虚
窓
”
ほ
か
用
例
多
し
。

　
　
独
り
の
生
活
は
寂
し
く
ず
っ
と
寝
床
の
中
で
病
臥
し
　
　
夢
の
中
で
何
度
も
楽

　
　
し
か
っ
た
遊
び
や
旅
の
思
い
出
を
追
い
か
け
る
　
　
今
朝
病
床
か
ら
起
き
て
川

　
　
べ
り
に
立
つ
と
　
　
桃
花
も
限
り
無
く
流
れ
て
い
く

逐
の
字
の
重
用
は
、
夢
魂
と
桃
花
の
同
質
性
を
暗
示
す
る
。
有
願
や
田
面
庵

の
語
は
無
い
が
、
結
句
か
ら
有
願
老
居
士
の
姿
が
彷
彿
と
浮
ん
で
く
る
。

　 　
21注）　）
台
北
市
世
界
書
局
刊
『
詩
人
玉
屑
』
四
四
三
頁
。

『
空
華
集
』
巻
十
一
（
『
五
山
文
学
全
集
』
第
二
輯
一
六
六
五
頁
）
。

（
3
）
し
か
し
、
義
堂
周
信
の
こ
の
詩
観
は
後
に
修
正
さ
れ
る
。
拙
著
『
中
世
禅
林

　
詩
史
』
二
四
九
頁
以
下
、
及
び
拙
論
「
義
堂
周
信
・
絶
海
中
津
」
（
『
仏
教
文
学

　
講
座
』
第
三
巻
）
二
八
七
頁
以
下
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

（
4
）
良
寛
は
『
法
華
転
』
及
び
「
勧
受
食
文
」
の
末
尾
に
沙
門
良
寛
と
自
署
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
も

　
鈴
木
文
台
の
「
草
堂
集
序
」
に
は
、
草
堂
三
者
北
越
之
良
寛
禅
師
題
号
其
集
也

　
と
記
す
。

（
5
）
良
寛
が
生
れ
た
山
本
家
の
菩
提
寺
円
明
院
は
真
言
宗
に
属
し
、
良
寛
の
弟
の

　
観
山
房
宥
澄
が
第
十
世
住
職
と
な
る
。

（
6
）
良
寛
の
墓
は
隆
泉
寺
に
在
り
、
良
寛
遺
墨
に
「
西
方
安
楽
国
　
南
無
弥
陀
仏

　
一
念
又
十
年
　
往
生
何
所
疑
」
と
い
う
偶
や
「
愚
か
な
る
身
こ
そ
な
か
な
か
嬉

　
し
け
れ
　
弥
陀
の
誓
に
あ
ふ
と
思
へ
ば
」
「
良
寛
に
辞
世
あ
る
か
と
人
間
は
ば

　
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
ふ
と
答
え
よ
」
と
い
う
和
歌
が
あ
っ
て
、
彼
は
深
い
阿
弥

　
陀
仏
信
仰
を
有
し
て
い
た
。
良
寛
の
妹
み
か
は
出
雲
崎
町
羽
黒
の
浄
土
真
宗
浄

　
玄
寺
に
嫁
ぎ
、
『
阿
弥
陀
経
』
借
覧
の
良
寛
の
依
頼
状
が
同
寺
に
伝
存
し
て
い

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ヨ
　
　
も
　
　
ね

（
7
）
大
腰
は
『
無
磯
上
』
序
文
に
、
北
越
沙
門
偲
大
工
自
覚
無
礫
層
中
と
記
す
。

（
8
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
無
硬
集
』
に
依
る
。

（
9
）
証
聴
の
「
良
寛
禅
師
碑
銘
」
に
“
愚
魯
日
用
無
一
法
北
冥
”
と
あ
り
、
解
良

　
栄
重
『
良
寛
禅
師
奇
話
』
に
“
師
更
二
内
外
ノ
経
文
ヲ
説
キ
、
善
ヲ
勧
ム
ル
ニ

　
モ
ア
ラ
ズ
”
と
あ
る
の
が
そ
の
↓
例
。

（
1
0
）
栗
田
勇
他
『
わ
が
こ
こ
ろ
の
良
寛
』
（
春
秋
社
）
八
七
頁
・
一
五
二
頁
及
び

　
拙
論
「
騰
々
任
運
の
系
譜
」
（
『
相
愛
国
文
』
第
七
号
）
参
照
。

（
1
1
）
良
寛
の
⑦
「
病
中
」
と
魯
仙
の
圖
「
読
良
寛
良
人
偶
」
の
関
連
は
、
内
山
知

　
也
「
良
寛
詩
の
成
立
」
（
象
山
社
『
良
寛
研
究
論
集
』
所
収
）
で
論
述
さ
れ
て

　
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
も
　
　
お

（
1
2
）
『
永
』
巻
一
”
不
得
不
知
は
仏
の
大
意
　
風
流
深
き
処
却
た
風
流
”
『
永
』
巻
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も
　
　
カ

　
四
”
生
を
究
尽
し
死
に
参
得
し
　
放
行
把
住
風
流
を
逞
し
く
す
”
を
あ
げ
る
迄

　
も
な
く
、
風
流
の
意
味
は
世
俗
的
な
風
雅
で
は
な
い
。

（
1
3
）
松
沢
佐
五
重
「
大
森
子
陽
と
そ
の
周
辺
」
（
前
記
象
山
社
本
所
収
）
四
八
六

　
頁
以
下
に
詳
し
い
。

（
1
4
）
宮
栄
二
「
大
而
宗
龍
禅
師
史
料
」
（
前
掲
象
山
社
本
所
収
）
。

（
1
5
）
新
潟
県
分
水
町
渡
部
の
東
岸
寺
所
蔵
の
六
曲
屏
風
や
新
津
市
金
津
の
慈
眼
山

　
高
巌
寺
所
蔵
の
六
曲
屏
風
。

（
1
6
）
長
谷
川
洋
三
『
良
寛
禅
師
の
真
実
相
』
（
名
著
刊
行
会
）
＝
九
頁
以
下
。

13

蔭木英雄
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